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例会は隔月（偶数月）第２金曜日です
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千葉 亮氏 幸若〝新説〟 

 
さ
る
一
二
月
二
日
（
金
）
午
後
四
時
か
ら
、

会
員
一
五
名
の
参
加
を
得
て
、
朝
寿
殿
和
室
に

お
い
て
、
忘
年
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

郷
土
作
家
の
千
葉
亮
氏
を
お
招
き
し
て
、
「
幸

若
」
に
関
す
る
話
題
提
供
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

 
学
術
的
検
証
を
経
た
も
の
で
は
な
く
、
作
家

と
し
て
の
想
像
力
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と

の
前
提
で
の
千
葉
氏
の
説
明
要
旨
は
、
次
の
よ

う
で
あ
る
。
 

①
桃
井
直
詮
（
幸
若
）
の
祖
父
で
あ
る
桃
井
直

常
は
、
南
北
朝
時
代
各
地
を
転
戦
、
一
三
七
一

年
飛
騨
国
か
ら
撤
兵
し
、
以
後
消
息
不
明
で
あ

る
が
、
隠
棲
・
病
死
・
自
害
・
討
死
説
な
ど
が
、

富
山
県
史
料
な
ど
に
伝
わ
る
。
 

 

②
新
田
義
貞
の
従
者
で
あ
っ
た
桃
井
尚
常

（
直
常
の
末
弟
で
あ
る
直
弘
の
子
）
は
、
義
貞

の
首
を
善
昌
寺
（
群
馬
県
桐
生
市
｝
住
職
に
託

し
、
近
く
の
石
の
上
で
自
害
し
た
。
桃
井
の
腹

切
り
石
と
呼
ば
れ
る
。
 

③
法
華
宗
本
門
流
の
大
本
山
・
京
都
本
能
寺

の
現
在
の
貫
主
は
敦
賀
市
本
勝
寺
よ
り
晋
山

し
た
桃
井
日
英
氏
で
あ
る
。
 

本
門
流
の
開
祖
・
日
隆
上
人
は
直
常
の
後
裔

と
も
伝
え
ら
れ
る
。
 

④
敦
賀
市
本
勝
寺
は
法
華
宗
の
寺
院
で
、
「
水

戸
天
狗
党
烈
士
幽
虚
の
地
」
の
石
碑
が
あ
る
。

現
在
の
ご
住
職
は
桃
井
泰
人
氏
（
前
出
日
英

氏
子
息
）
で
あ
る
。
敦
賀
の
ま
ち
お
こ
し
団
体

「
角
鹿
会
」
を
主
宰
。
 

⑤
前
二
寺
の
ご
住
職
は
、
い
ず
れ
も
越
中
国

を
先
祖
と
す
る
が
、
越
前
幸
若
と
は
関
係
が

な
い
と
の
ご
意
見
で
あ
る
。
 

⑥
新
田
義
貞
、
幸
若
舞
、
織
田
信
長
、
本
能
寺
、

敦
賀
幸
若
、
本
勝
寺
…
…
作
家
と
し
て
は
歴
史

の
因
縁
が
感
じ
ら
れ
る
。
 

 千
葉
 
亮
 
氏
 

 
昭
和
三
二
年
越
前
市
生
ま
れ
。
ラ
イ
タ
ー
・
編

集
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
活
躍
、
県
立
恐
竜
博
物
館

の
映
像
企
画
や
敦
賀
タ
ウ
ン
情
報
誌
な
ど
の
制
作

に
携
わ
る
。
平
成
二
七
年
「
小
説
白
山
平
泉
寺
・

白
の
聖
都
」
、
令
和
五
年
「
ば
ん
け
っ
さ
ん
の
竜

と
子
ど
も
た
ち
」
を
出
版
。
旧
宮
崎
地
区
で
土
蔵

ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
土
環
舎
と
わ
や
」
主
宰
。
令
和
四
年

福
井
新
聞
連
載
エ
ッ
セ
ー
「
時
の
風
」
執
筆
。
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福鉄神明駅近くの兜山古墳公園

　　　商工会館・区民会館解体

幸若かわら版はe-とこ朝日ホームページにも掲載されています　https://asahi-area-c.net/

当面の主な予定 

 １月１２日（金） みやま市デジタル博物館意見交換会 

 １月２６日（金） 幸若歴史愛好会 

 みやま市の幸若舞奉納視察研修は本年は中止します。 

幸若歴史愛好会開催 １１月２４日  

 

さ
る
一
一
月
二
四
日
、
会
員
一
三
名
の
参
加
を
得

て
、
幸
若
歴
史
愛
好
会
の
一
一
月
例
会
が
、
町
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
の
予
定

で
は
、
朝
日
山
古
墳
群
の
現
地
調
査
を
実
施
す
る
こ

と
で
し
た
が
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
た
め
、
前
回

に
引
き
続
き
同
古
墳
群
や
鯖
江
・
兜
山
古
墳
等
の
講

義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 
青
木
講
師
の
説
明
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

①
兜
山
古
墳
は
五
世
紀
に
築
造
さ
れ
た
基
底
径
約
七

〇
㍍
に
及
ぶ
円
墳
で
北
陸
最
大
級
で
あ
る
。
葬
ら
れ

た
人
物
は
、
丹
南
地
域
を
束
ね
た
人
物
と
想
定
さ
れ

る
。
昭
和
五
二
年
国
指
定
史
跡
と
な
っ
た
。
 

②
市
街
地
内
に
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
盗
掘
や
破

壊
を
免
れ
た
の
は
、
墳
丘
上
に
八
幡
神
社
が
鎮
座
し

て
い
た
こ
と
が
幸
い
だ
っ
た
と
考
え
れ
る
。
 

③
こ
の
八
幡
神
社
は
旧
北
陸
道
の
整
備
に
あ
た
っ
て

障
害
と
な
っ
た
た
め
、
当
時
か
ら
小
高
い
地
形
を
有

し
て
い
た
聖
な
る
空
間
で
あ
る
墳
丘
上
に
遷
座
し
た
。

④
鯖
江
市
は
、
令
和
五
年

四
月
「
史
跡
公
園
」
と
し

て
整
備
し
た
。
 

⑤
当
公
園
は
神
社
と
古
墳

が
「
共
存
」
す
る
全
国
で

も
ユ
ニ
ー
ク
な
空
間
と

な
っ
た
。
整
備
後
も
古
墳

上
に
は
神
社
の
左
義
長
空

間
も
用
意
さ
れ
て
お
い
て
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中

心
で
あ
る
。
 

みやま市幸若舞保存会 

  デジタル博物館制作への協力 

 福岡県みやま市（大江）の幸若舞保存

会では、幸若舞をさらに全国ＰＲするた

め、幸若舞に関するデジタル博物館の制

作を企画し、その展示内容などについて

協力依頼がありました。 

 大頭流の資料ばかりでなく、発祥の越

前幸若舞についても紹介したいというこ

とです。このため、幸若舞の発祥経緯資

料、越前町（朝日町）観光などの概要、

幸若舞里づくり会の活動状況、現代幸若

舞などについて、町教育委員会の協力を

得て、みやま市へすでに送付しました。 

 みやま市の保存会では、みやま市と 

越前町の資料を編集して、全体としてま

とまった展示内容とします。その内容説

明と意見交換会がこの１月１２日（金）

午後６時からオンラインで町生涯学習セ

ンターで開催されます。ご都合のつく会

員の積極的な参加をお願いいたします。 

 このときの状況を収録したウェビナー

（番組）が１月１５日から３１日まで全

国配信されることになっています。また

本年は１月２０日のみやま市保存会の天

満神社への奉納舞がライブ配信される予

定です。 
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架鷹図屏風説明

、

郡上八幡城の紅葉をバックに

郡上市街地

幸若歴史愛好会は毎月第４かまたは最終金曜日開催です

郡上青山藩葉菊会との交流会 
 
さ
る
一
一
月
二
三
日
、
郡
上
青
山
藩
葉
菊
会
か

ら
の
招
待
を
受
け
、
児
玉
・
橋
本
・
打
波
・
辻
の

四
名
の
会
員
が
岐
阜
県
・
郡
上
八
幡
を
訪
れ
ま
し

た
。
 

 
当
日
は
、
同
地
の
日
蓮
宗
・
大
乗
寺
に
お
い
て
、

「
青
山
家
伝
来
架
鷹
図
屏
風
御
披
露
目
会
」
と
そ

の
「
記
念
お
茶
会
」
が
開
催
さ
れ
参
加
し
ま
し
た
。

 
ま
ず
、
「
架
鷹
図
」
の
説
明
で
は
、
江
戸
時
代

の
鷹
狩
は
武
家
の
趣
味
・
武
術
の
一
環
で
あ
る
と

と
も
に
、
徳
川
将
軍
家
の
特
任
事
項
で
あ
り
、
将

軍
家
と
大
名
家
と
の
交
際
品
と
し
て
、
献
上
・
下

賜
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
鷹
に
も
オ
オ
タ
カ
・
ハ
イ

タ
カ
・
ハ
ヤ
ブ
サ
な
ど
の
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
将
軍

家
は
大
名
家
と
の
関
係
や
家
格
な
ど
に
応
じ
て
、

鷹
を
下
賜
し
た
こ
と
か
ら
大
名
家
の
ス
テ
ー
タ
ス

を
表
す
こ
と
に
も
な
り
江
戸
時
代
の
政
治
秩
序
形

成
に
も
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
 

 
お
披
露
目
会
の
後
、
青
山
家
令
夫
人
の
主
催
す

る
お
茶
会
に
臨
み
ま
し
た
。
厳
か
に
も
華
や
か
な

お
茶
会
で
当
方
の
無
作
法
が
気
が
か
り
で
し
た
。
 

 
さ
ら
に
、
同
地
ホ
テ
ル
で
の
昼
食
会
に
招
か
れ
、

葉
菊
会
や
当
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
情
報
・
意

見
交
換
を
行
い
ま
い
た
。
幸
若
舞
の
復
興
の
困
難

を
感
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。
 

 
そ
の
後
、
大
正
年
間
に
大
火
災
に
あ
っ
た
も
の

の
、
奥
美
濃
の
小
京
都
と
も
呼
ば
れ
る
市
街
地
を

散
策
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵

ま
れ
て
、
た
く
さ
ん
の
若
者
が
伝
統
を
感
じ
な
が

ら
、
街
歩
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

 
 

 郡上青山藩葉菊会の詳細に関しては、当かわら版前々号（第４４号）をご覧ください。 

 
ま
た
獲
物
に
は
ツ
ル

や
カ
モ
、
ガ
ン
な
ど
が

あ
っ
た
が
、
ツ
ル
が
最

も
捕
獲
困
難
と
さ
れ
、

饗
宴
や
贈
答
で
も
珍
重

さ
れ
た
。
将
軍
が
朝
廷

に
進
献
し
た
記
録
も
残

る
。
さ
ら
に
鷹
を
繋
ぐ

足
緒
の
朱
や
緑
な
ど
の

柄
は
そ
の
鷹
の
狩
猟
実

績
や
能
力
を
表
す
も
の

で
あ
っ
た
。
 

 ・越前松平家をおいても、将軍家と

の間で、ハイタカやオオタカさらには

捕獲したツルなどの献上、拝領が行わ

れている。 

 ・数年まえに、福井市内の街路樹に

群れるムクドリを追い払うためタカの

放鳥が行われた。 
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朝日地区総合文化祭
11月4日

語り部の会は隔月（奇数月）第２金曜日です

 
 
 
 
 
 
 
仲
哀
天
皇
と
神
功
皇
后
と
 

 
 
 
 
 
 
の
皇
子
（
誉
田
別
王
）
で
あ
 

 
 
 
 
 
 
る
応
神
天
皇
は
朝
鮮
半
島
の
 

 
 
 
 
 
 
百
済
王
と
親
密
な
関
係
を
築
 

 
 
 
 
 
 
い
た
。
そ
の
結
果
、
種
々
の
 

 
 
 
 
 
 
技
術
を
も
っ
た
多
く
の
人
々

が
渡
来
し
た
と
伝
わ
る
。
越
前
町
に
は
仲

哀
・
応
神
両
天
皇
と
ゆ
か
り
の
深
い
歴
史
遺

産
が
あ
る
。
 

  
一
つ
目
は
経
ヶ
塚
古
墳
で
あ
る
。
内
郡
の

山
上
に
立
地
し
、
約
一
六
〇
〇
年
前
に
築
か

れ
た
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
墳
長
七
二
㍍
で

こ
の
時
代
と
し
て
は
丹
南
盆
地
最
大
規
模
を

誇
る
。
こ
の
古
墳
が
築
か
れ
た
五
世
紀
初
頭

は
応
仁
天
皇
の
治
世
で
あ
っ
た
。
被
葬
者
は

天
王
川
流
域
を
支
配
し
た
地
域
首
長
で
、
盆

地
内
で
は
最
も
勢
威
の
あ
っ
た
首
長
で
あ
っ

た
。
今
で
言
え
ば
県
知
事
に
次
ぐ
市
長
ク
ラ

ス
と
い
え
る
。
 

  
二
つ
目
は
牛
頭
天
王
社
で
あ
る
。
天
王
区

に
存
す
る
八
坂
神
社
の
こ
と
で
り
、
か
っ
て

応
神
天
王
社
と
称
さ
れ
た
。
ぞ
の
神
宮
寺
は

応
神
寺
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
八
坂
神
社
文
書

で
は
、
そ
の
創
建
は
応
神
天
皇
と
伝
え
る
。

牛
頭
天
王
は
疫
病
・
病
害
虫
・
邪
気
な
ど
を

払
い
流
し
去
る
神
と
し
て
、
今
日
も
信
仰
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
信
仰
は
イ
ン
ド
か
ら
中

国
・
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
日
本
に
伝
播
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
天
王
に
存
す
る
牛
頭
天

王
社
は
日
本
最
古
級
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
 

仲哀・応神天皇とゆかりの歴史遺産 
                  ー経ヶ塚古墳・ 八坂神社・劔神社ー 
                               青木講師新春寄稿 

ら
れ
る
。
（
『
会
誌
』
二
九
号
、
鯖
江
郷
土
史

懇
談
会
）
 
さ
ら
に
『
祇
園
大
明
神
事
』
に

よ
れ
ば
、
「
牛
頭
天
王
」
は
北
海
（
日
本
海
）

を
廻
国
し
て
北
陸
に
い
た
」
と
あ
る
。
こ
の

「
北
陸
」
と
は
北
陸
地
方
に
お
け
る
牛
頭
天

王
社
の
中
で
も
最
古
級
で
あ
る
牛
頭
天
王
社

が
存
す
る
当
地
を
指
す
と
考
え
れ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
牛
頭
天
王
信
仰
は
当
地
よ
り
京
都

八
坂
神
社
へ
伝
播
し
た
と
言
え
る
の
で
あ
り
、

通
説
に
言
う
疫
隈
神
社
（
『
備
後
風
土
記
』

逸
文
七
一
三
年
頃
）
か
ら
で
は
な
い
の
で
あ

る
。
 

  
三
つ
目
は
劔
神
社
で
あ
る
。
越
前
二
の
宮

で
あ
る
劔
神
社
は
誉
田
別
命
に
対
し
て
謀
反

を
起
こ
し
た
異
母
兄
（
忍
熊
王
）
を
祀
る
。

そ
の
神
宮
寺
で
あ
る
劔
御
子
寺
は
日
本
最
古

の
神
宮
寺
（
『
会
誌
』
一
八
号
、
鯖
江
郷
土

史
懇
談
会
）
で
、
祭
神
は
天
利
劔
尊
・
忍
熊

王
・
誉
田
別
王
・
劔
彦
尊
と
変
遷
す
る
が
、

こ
こ
に
も
「
誉
田
別
王
」
の
名
が
登
場
し
、

応
神
天
皇
と
の
関
わ
り
が
う
か
が
わ
れ
る
。
 

  
以
上
の
よ
う
に
、
県
内
で
は
仲
哀
・
応
神

両
天
皇
と
ゆ
か
り
の
深
い
地
は
越
前
町
以
外

で
は
丸
岡
町
と
敦
賀
市
の
み
で
あ
る
。
 

新
し
い
年
を
迎
え
、
八
坂
神
社
・
劔
神
社
に

参
拝
し
、
今
年
も
健
康
で
頑
張
れ
る
こ
と
を

祈
念
し
た
い
。
 

（
文
責
 
元
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
館
長
 

青
木
豊
昭
）
 

朝日小学校出前授業 

 令和５年１２月２０日 

幸若舞団員 

    大募集！ 


